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は
じ
め
に 

二
〇
一
三
年
十
二
月
六
日
、

「
配
偶
者
支
援
法
」
が
第
１
８
５
回

国
会
で
全
会
一
致
で
可
決
成
立

し
、
同
月
十
三
日
に
公
布
さ
れ
、
今

年
の
十
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
。
こ
の
法
は
、
二
〇
〇
七
年
十
二

月
五
日
に
公
布
さ
れ
た
「
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
」の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
で
す
。 

改
正
の
内
容 

目
的
規
定
第
一
条
〔資
料
１
〕に

「特
定
配
偶
者
の
自
立
支
援
」
を
加

え
、
十
四
条
の
２
に
「配
偶
者
支
援

金
」を
新
設
し
ま
す
。
ま
た
「特
定

配
偶
者
」と
は
「配
偶
者
で
あ
っ
て
、

特
定
中
国
残
留
邦
人
等
の
永
住
帰

国
の
際
に
す
で
に
婚
姻
関
係
に
あ
っ

た
も
の
」と
定
義
し
て
い
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
中
国
に
い
た
時
か
ら
孤
児

を
支
え
、
日
本
に
来
日
し
て
か
ら
も

苦
楽
を
共
に
し
た
孤
児
の
恩
人
で

す
。
正
式
に
結
婚
し
て
い
な
く
て
も

い
い
が
、
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
結

婚
し
た
配
偶
者
は
含
ま
れ
な
い
。 

置
を
」
（
中
国
語
が
通
じ
、
中
国
の

食
事
や
生
活
習
慣
を
理
解
で
き
る

介
護
施
設
な
ど
）
で
す
。
第
二
は
、

「
中
国
渡
航
に
関
す
る
制
約
を
い
っ

そ
う
緩
和
し
て
ほ
し
い
」
で
す
。(

２

カ
月
か
ら
９０
日
に)

当
面
こ
の
二
点

が
切
実
な
課
題
で
す
。 

 

こ
う
し
た
法
や
制
度
の
改
善
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
地
域
の
人
々
と
の

日
常
的
な
交
流
、
二
、
三
世
の
仕
事

の
問
題
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
「
日
本

に
帰
っ
て
き
て
、
ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ

た
」
と
思
え
る
状
況
を
作
り
出
す
こ

と
が
大
切
で
す
。 

派
遣
な
ど
の
諸
行
動
に
中
国
帰
国

者
、
弁
護
士
と
連
携
し
て
取
り
組

み
、
法
案
成
立
に
貢
献
し
ま
し
た
。  

 

日
中
関
係
が
悪
化
す
る
な
か

で
、
中
国
帰
国
者
の
多
く
が
日
本
で

の
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め
に
も
、

日
中
不
再
戦
の
旗
を
高
く
掲
げ
て

い
る
日
中
友
好
協
会
の
役
割
が
一

層
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
国
帰

国
者
と
の
共
生
を
日
中
友
好
運
動

の
柱
の
一
つ
と
し
て
、
今
年
も
日
中

友
好
の
た
め
に
知
恵
と
力
を
出
し

ま
し
ょ
う
。 

小
林
軍
治 

今
後
の
課
題 

―
日
本
に
帰
っ
て
き
て
、 

ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ
た
― 

 

今
後
の
課
題
は
、
こ
れ
ま
で
も
報

告
し
て
き
ま
し
た
が
、
第
一
は
、
高

齢
化
に
と
も
な
う
「
中
国
残
留
孤

児
に
ふ
さ
わ
し
い
老
人
ホ
ー
ム
の
設

お
わ
り
に 

 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
は
、

二
〇
一
一
年
六
月
十
八
日
に
「
中

国
帰
国
者
の
尊
厳
を
回
復
す
る
岡

山
の
会
」
結
成
に
参
加
し
、
副
会
長

と
事
務
局
次
長
を
担
当
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
日
中
本
部
の
「
中
国

帰
国
者
問
題
」
担
当
者
会
議
に
参

加
す
る
な
ど
「
配
偶
者
」
支
援
に
取

り
組
み
ま
し
た
。 

 

署
名
、
街
頭
で
の
訴
え
（
七
月
七

日
、
九
月
十
八
日
の
不
再
戦
行
動

日
）
県
選
出
の
国
会
議
員
へ
の
要

請
、
国
会
内
の
院
内
集
会
へ
の
代
表

 
 

米
倉
弁
護
士
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
「
配
偶
者
支
援
改
正
法
に
つ
い

て
」
の
説
明
資
料
〔
資
料
２
〕
を
紹
介

し
ま
す
。 

改
正
の
趣
旨 

 

生
活
支
援
給
付
を
受
け
て
い
る
孤

児
が
死
亡
す
る
と
、
孤
児
に
対
す

る
満
額
の
国
民
年
金
の
支
給
が
な

く
な
る
結
果
、
配
偶
者
は
支
援
給

付
だ
け
の
支
給
と
な
り
、
実
質
的
に

生
活
保
護
と
同
水
準
の
生
活
に
な

る
。
「
中
国
残
留
邦
人
の
配
偶
者

は
、
中
国
社
会
で
孤
立
し
て
い
た
中

国
残
留
邦
人
と
婚
姻
し
長
年
支
え

続
け
た
後
、
中
国
残
留
邦
人
本
人

の
願
い
を
容
れ
て
中
高
年
に
な
っ
て

か
ら
日
本
に
骨
を
埋
め
る
覚
悟
で

来
日
し
た
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
」
「
こ
の
た
め
、
中
国
残
留
邦
人

が
亡
く
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
中

国
残
留
邦
人
に
と
っ
て
の
恩
人
と
も

い
え
る
残
さ
れ
た
配
偶
者
に
対
し
、

支
援
給
付
に
加
え
、
配
偶
者
支
援

金
を
支
給
す
る
。
」
（
提
案
理
由
と

な
る
？
） 

―
中
国
帰
国
者
と
の
共
生
を
日
中
友
好
運
動
の
柱
の
一
つ
に
― 

芳田日本語学習講座の忘年会、日中会員と帰国者 

〔資料１〕 改正後の自立支援法全文  （２００７年１２月５日公布） 

「中国残留邦人等の円滑な帰国促進及び永住帰国後の自立の支援

に関する法律」        （平成六年四月六日法律第三十号） 

最終改正：平成一九年一二月五日法律第一二七号 

（目的） 

第一条 この法律は、今次の大戦に起因して生じた混乱等により、本邦

に引き揚げることができず引き続き本邦以外の地域に居住することを余

儀なくされた中国残留邦人等の置かれている事情にかんがみ、これらの

ものの円滑な帰国を促進するとともに、永住帰国した者の自立の支援を

行うことを目的とする。 

（資料２）配偶者支援改正法について ２０１３年１２月１８日 米倉洋子 

現在の中国「残留孤児」支援策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の配偶者支援策 

 

孤児夫婦に対して 

 ①国民年金満額支給（孤児だけに：月６万６０００円） 

 ②生活支援給付（孤児・配偶者に：月約１２万円） 

 合計  約１８万６０００円 

孤児が死亡して配偶者だけになった場合 

 ①国民年金（０円） 

 ②生活支援給付金（配偶者に：月約８万円） 

 合計 約８万円 

孤児が死亡して配偶者だけになった場合 

 ①国民年金（０円） 

 ②生活支援給付（配偶者に：月約８万円） 

 ③配偶者支援金（「特定配偶者」に：月約４万４０００円） 

合計 約１２万４０００円 

230９ 

 

 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１
月
２１
日
（火
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

稲葉 

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

安
倍
首
相
の
靖
国
神
社

参
拝
に
強
く
抗
議
す
る 

内
閣
総
理
大
臣
安
倍
晋
三
殿 

  

首
相
は
、
政
権
発
足
か
ら
１
年
と

な
る
本
26
日
、
突
如
と
し
て
靖
国

神
社
を
参
拝
し
た
。 

 

靖
国
神
社
は
、
侵
略
戦
争
を
押
し

進
め
た
Ａ 

級
戦
犯
を
合
祀
し
続
け

て
お
り
、
中
国
、
韓
国
を
は
じ
め
と

し
た
ア
ジ
ア
諸
国
民
に
未
曾
有
の

犠
牲
を
強
い
た
侵
略
戦
争
を
「自
存

自
衛
の
戦
争
」
「
自
由
で
平
等
な
世

界
を
達
成
す
る
た
め
の
避
け
得
な

か
っ
た
戦
争
」
と
正
当
化
し
、
宣
伝

し
て
い
る
特
殊
な
神
社
で
あ
る
。 

 

首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
は
、
侵
略

戦
争
の
正
当
化
を
日
本
政
府
が
追

認
す
る
行
為
で
あ
り
、
中
国
、
韓
国

を
は
じ
め
と
し
た
ア
ジ
ア
諸
国
を
愚

弄
し
、
国
際
社
会
が
共
有
す
る
歴

史
認
識
と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る

暴
挙
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。

中
国
、
韓
国
と
の
関
係
が
悪
化
し
て

い
る
な
か
で
の
参
拝
に
よ
っ
て
、
日
中

関
係
、
日
韓
関
係
が
今
以
上
に
深

 

料
理
準
備
の
中
で
、
私
と
妻
も
た

く
さ
ん
の
料
理
の
作
り
方
を
体
験

で
き
ま
し
た
。 

 

忘
年
会
は
終
始
料
理
の
話
や
、
新

年
の
過
ご
し
方
の
話
な
ど
、
ニ
ホ
ン

語
、
中
国
語
が
ま
じ
り
あ
い
、
和
気

あ
い
あ
い
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
は
と
て
も
賑
や
か
な
忘
年

会
を
過
ご
せ
て
、
と
て
も
幸
せ
な
気

分
で
す
。
来
年
は
新
し
く
生
ま
れ
て

く
る
子
を
連
れ
て
３
人
で
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

本
語
講
師
の
方
々
全
員
が
中
国
語

教
室
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
私
も
芳
田
教
室
の
親
交
の
輪

に
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

望
年
会
は
料
理
教
室
で
お
こ
な
わ

れ
、
み
な
さ
ん
が
材
料
を
も
ち
こ

み
、
料
理
を
す
る
形
で
し
た
。
料
理

の
内
容
は
餃
子
、
卵
と
野
菜
炒
め
、

炊
き
込
み
ご
飯
、
天
ぷ
ら
、
肉
団
子

野
菜
ス
ー
プ
、
デ
ザ
ー
ト
は
ク
リ
ス

マ
ス
風
に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
カ
ッ

プ
ケ
ー
キ
と
紅
茶
で
、
中
華
、
和

風
、
そ
し
て
洋
菓
子
が
混
ざ
る
豪

華
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。 

 

平
成
２
５
年
１２
月
２４
日
、
私
は

妻
の
陳
夏
と
一
緒
に
芳
田
公
民
館

日
本
語
学
習
講
座
の
忘
年
会
パ
ー

テ
ィ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
も
ち
ろ
ん
日
本
語
学

習

講

座

の
講

師

と
受

講

生

の

方
々
、
及
び
受
講
生
の
親
族
な
ど

で
し
た
。
日
本
語
講
座
は
妻
が
こ
の

２
年
間
通
い
続
け
て
い
て
、
今
年
は

は
じ
め
て
夫
婦
二
人
で
参
加
し
ま
し

た
。 

 

今
年
か
ら
私
は
日
中
友
好
協
会

が
主
催
す
る
中
国
語
講
座
の
講
師

と
な
り
、
な
ん
と
芳
田
教
室
の
日

刻
な
状
態
に
陥
る
こ
と
は
必
至
で

あ
り
、
隣
国
と
の
関
係
改
善
に
力

を
注
ぐ
べ
き
首
相
が
、
関
係
改
善
の

道
を
自
ら
閉
ざ
す
暴
挙
に
出
た
こ

と
に
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

安
倍
首
相
に
は
国
の
行
方
を
左
右

す
る
外
交
を
担
う
資
格
は
な
い
と

断
じ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

日
本
中
国
友
好
協
会
は
、
靖
国

神
社
参
拝
を
強
行
し
た
安
倍
首
相

の
歴
史
認
識
の
誤
り
と
無
責
任
さ

を
厳
し
く
批
判
し
、
重
ね
て
、
首
相

の
靖
国
神
社
参
拝
に
満
身
の
怒
り

を
こ
め
て
抗
議
す
る
。 

 

２
０
１
３
年
１
２
月
２
６
日 

 

日
本
中
国
友
好
協
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（会
長
長
尾
光
之
） 

ニホン人は、なぜ、ニホン語を 

おしえることができるのか？ 67  

竹内和夫 

 

ニホン語は教えるもの？ 

B: ニホン語の音の体系や文法のしくみを理解したとしよう。科学

の目でですよ。では、ニホン語を母語としない人たちに、どのよ

うに教えるのか、もっと具体的に実例にそって考えてみたいの

ですが？ 

C: 生まれてから１０年ぐらいのあいだ、きいて身についた言語を

母語というとすれば、世界のいろいろな人を相手にしなければ

いけないだろう？ 

A: もちろん。ただ相手の母語を少しでも知っていれば、科学の方

法で、お互いに音と文法のしくみを発見しあうことができる。 

←─木村『中国語はじめの一歩』は必ず読むこと（ちくま新書

￥680） そして「わかる」こと！ 

B: 教師には教えたがる、わるいクセがある。 教育とは気付くこ

と、「そうか、そうか」と、たがいにわかることが大切じゃない？ 

C: 具体的に！アイウエオからはじめるの？ 

A: なんのために、アイウエオなの？ 

B: だって。ニホン語にたくさん出てくる基本的な音声だから？で

も、たしかにアイウエオ、アイウエオとお経みたいに発音させて

みても、さっぱり意味がわからない。どうすれば？ 

C: そうだ。音と意味がくっついているのが人間のことばなのだ。

単語にしようよ。 

A: 画用紙に雨降りの絵をかいたのを見ながら／ame／、犬の絵

を見せて／inu／、馬の絵をさして／uma／、・・・・・どう？ 

B: 会話の基本的な単位は文だから、／Ame ga hutta.／とか、

／Uci ni inu ga sanbiki iru.／とか、《３びきの犬の絵》。ずっ

とすぐれた教え方だと思うけど？ローマ字は、すぐおぼえられ

る、２２字だ。漢語ピンインは２８字。 

                   

                     つづく 

芳
田
日
本
語
学
習
講
座
の
忘
年
会
に
参
加
し
て 

郭 

始
光
・
陳
夏 

左端が郭始光さん 

安
倍
首
相
の
靖
国
参
拝
に
抗
議 

 

安
倍
首
相
は
、
政
権
発
足
か
ら
１
年
と
な
る
１２
月
２６
突
如
と
し
て
靖
国

神
社
を
参
拝
し
ま
し
た
。
協
会
本
部
は
、
Ａ
級
戦
犯
を
合
祀
す
る
靖
国
神

社
が
「
自
存
自
衛
の
戦
争
」
と
侵
略
戦
争
を
正
当
化
す
る
こ
と
を
追
認
し
、

悪
化
し
た
日
中
関
係
を
さ
ら
に
深
刻
化
さ
せ
る
こ
の
暴
挙
に
抗
議
す
る
協

会
声
明
を
発
表
し
、
安
倍
首
相
宛
に
送
付
し
ま
し
た
。
以
下
が
そ
の
全
文
で

す
。 
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